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《
修
士
論
文
要
旨
》

戦
国
期
の
豊
前
国
に
お
け
る
在
地
領
主
に
つ
い
て

ー
宇
佐
郡
衆
に
つ
い
て
の

一
考
察
ー

*

山

根

史

序

章

第

一
章

(
一
)

(
二
)

(三

)

(
四

)

第

二
章

(
一
)

(
二
)

終

章

は
じ
め
に

宇
佐
郡
衆
の
性
格
と
構
造
ー

宇
佐
郡
衆
に
お
け
る
佐
田
氏
の
地
位
-

序
説

大
内
時
代

(南
北
朝
～
天
文

二
十
年
)

大
内

・
大
友
両
属
時
代

(天
文
二
十
年
～
弘
治
三
年
)

大
友
時
代

(弘
治
三
年
～
)

宇
佐
郡
衆
と

「方
角
衆
」
「
方
角
之
儀
」

「方
角
衆
」
「方
角
之
儀
」
研
究
の
成
果

宇
佐
郡
衆
と

「方
角
衆
」

の
関
係

お
わ
り
に

へ
　

　

外
山
幹
夫
氏

に
よ
れ
ば
、
戦
国
大
名
大
友
氏
の
軍
事
組
織
は
①
領
国
内
の
家
臣

間
に
み
ら
れ
た
地
域
結
合
や
主
従
関
係

の
利
用
と
②
大
友
氏
の
創
設
に
関
わ
る
組

織

に
大
別
さ
れ
る
と

い
う
。

こ
の
う

ち
①

に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は

コ

揆
」

「寄
合
」
「衆
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
氏
は

コ

揆
」
を
名
主
層
で
構
成
さ
れ

る
組
織
集
団
、
「寄
合
」
を
下
作
職
を
有
す
土
豪
層
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
血
縁

共
同
体
、
「衆
」
を
国
人
層
で
構
成
さ
れ
る
よ
り
広
域
な
組
織
集
団
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち

「寄
合
」
「
衆
」
に
つ
い
て
は

い
く

つ
か
の
具
体
例
も
列
挙
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た

「寄
合
」
「衆
」

に
つ
い
て
は
若
干
の
考
察

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
構
造
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
菅
見
の
及
ぶ
限
り
大
友
氏
の

「衆
」
や

「寄
合
」
を
主
題
と
し
て

　
ワ
ご

ハ
ヨ

ソ

　
る

り

取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
渡
辺
澄
夫
氏

、
芥
川
龍
男
氏

、
山
崎
嘉
照
氏
、
有

　
　
　

川
宣
博
氏

な
ど
数
例
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

い
い
難

い
。

　
　

　

ハ
　

　

そ
れ
に
加
え

て
戦
国
期
大
友
領
国
下
に
は
藤
木
久
志
氏

、
木
村
忠
夫
氏

、
三

　　

　

重
野
誠
氏
等
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た

「方
角
衆
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
結
合
の
概
念

が
あ
る
。
「方
角
衆
」

に
つ
い
て
は

「あ
る
地
域
の
不
特
定
多
数
の
在
地
領
主
群

の

一
括
呼
称
と
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
(中
略
)
方
角
衆
と
呼
ば
れ
る
も
の
相
互

間
に
お
け
る
、
申
談

・
相
談

・
添
心

・
助
言
な
ど
、
方
角
之
儀

・
相
互
之
儀
関
係

を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
緩
や
か
な
関
係
に
結
ば
れ
た
、

　
　

　

在
地
領
主
層
の
地
域
的
結
集
の

一
形
態
」
あ
る
い
は

「合
戦
時
に
お
け
る
談
合
と
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　り
　

軍
忠
を
要
請
す
る
た
め
の
合
戦
地
域

の
特
定
集
団
」
と

い
う
よ
う
な
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
か

ら
は

「方
角
衆
」
が
外
山
氏
以
来
指
摘
さ
れ

て
き
た

「衆
」
と
イ
コ
ー
ル
の
関
係

な
の
か
そ
れ
と
も
全
く
別

の
存
在
に
な
る
の

か
判
然
と
し
な
い
部
分
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
豊
前
国
宇
佐

郡
に
存
在
し
た
宇
佐
郡
衆
を
例

に
、
「衆
」

の
性
格
や
構
造
を
再
考
す
る
と
と
も

に

「衆
」
と

「方
角
衆
」

の
関
係
も
併
せ
て

考
え
、
「衆
」
を
通
し
て
戦
国
期
大
友
領
国
に
お
け
る
在
地
社
会
の
様
相

の
復
原

を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

ハけ
　

　ヨ

第

一
章
で
は

「宇
佐
地
方
に
お
け
る
在
地
の
中
心
人
物
」
「宇
佐
郡
衆
の
筆
頭
」

と
呼
ば
れ
た
佐
田
氏

(本
姓
宇
都
宮

氏
)
の
地
位
の
変
遷
に
つ
い
て
考
え
た
。
こ

れ
は
宇
佐
郡
衆

の
中
心
的
存
在
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
佐
田
氏
の
地
位
の
変
遷
を

み
る
こ
と
は
他

の
郡
衆
構
成
員
や
大
名

権
力

(大
内

・
大
友
)
と
の
関
係
を
相
対

的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
宇
佐
郡
衆
の
構
造
や
性
格
を
考
え
る
の
に
有
効
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
郡
衆
内
に
お
け
る
佐
田
氏

の
優
位
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
村
圭
子

氏
が

「大
内
氏
の
奉
行

・
郡
代
体
制

へ
の
参
加
が
宇
佐
郡
に
お
け
る
優
越
的
地
位

　お
　

の
確
立
、
し
い
て
は
宇
佐
郡
衆
の
把
握

に
つ
な
が
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
郡
代
の
地
位
が
絶
対
的
で
な
か

っ
た
と
推
測
で
き
る
史
料

が
あ
る

(後
述
)。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
①
大
内
時
代

(南
北
朝
～
天
文
二
十
年
)
、
②
大
内

・
大

友
両
属
時
代

(天
文
二
十
年
～
弘
治
三
年
)
、
③
大
友
時
代

(弘
治
三
年
～
)
の

三
期
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
佐
田
氏
の
地
位
の
変
遷
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

ま
ず
、
大
内
時
代
に
つ
い
て
、
宇
佐
郡
衆
は
遅
く
と
も
文
明
年
間

(
一
四
六
九

　け
　

～
八
七
)
頃
に
は
軍
事
集
団
と
し
て
の
確
認
が
で
き
る
。
佐
田
氏
に
つ
い
て
は
こ

ハあ
　

れ
よ
り
少
し
前

の
享
徳
三
年

(
一
四
五
四
)
に
宇
佐
郡
代
に
抜
擢
さ
れ
、
郡
内
の

行
政
権
や
検
断
権
を
握

っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
郡
衆
の
有
力
氏
族

(宇
佐
大
宮
司

庶
家
安
心
院
氏

・
大
内
家
重
臣
飯
田
氏
)
を
押
し
の
け
、
何
故
佐
田
氏
が
郡
代
に

な
り
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
は
、
大
内
氏
の
領
国
支
配
政
策
や
、
在

地
に
お
け
る
豊
前
の
名
族
宇
都
宮
姓
の
影
響
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察

し
た
。

し
か
し
、
郡
代
た
る
地
位
に
あ

っ
た
佐
田
氏
も
絶
対
的
で
は
な
か

っ
た
。
佐
田

泰
景
は
、
明
応
八
年

(
一
四
九
九
)
の
大
友
氏
の
妙
見
岳
城
攻
撃
の
際
、
開
城
の

團
(
『国
史
大
辞
典
二
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
〇
年
よ
り

=
一二

頁
参
照
)

信
房
-

景
房
-

信
景
-

通
房
-

頼
房

[
公
景

-

経
景

-

親
景

(佐
田
)

俊
見示
-

泰
見尽
■

瓢

郎
-

朝
見兄
-

隆
居

鎮
綱
-

統
綱
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お
　

決
断
を
安
心
院
氏
や
飯
田
氏
と
協
議

し
て
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
泰
景
は
郡
代
職
を
安
心
院
氏
や
時
枝
氏

の

「懇
望
」

に
よ

っ
て
罷

ハレ
ロ

免
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
大
内
氏
郡
代
の
職
掌

が
文
官
的
で
あ
る
た
め
と
考
え
た
。

つ
ま
り
、
大
内
時
代
の
郡
代
佐
田
氏
は
文
官

で
は
あ

っ
て
も
、
郡
衆

へ
の
軍
事
指

揮
権
を
持
た
な
い
極
め
て
不
安
定
な
地
位
に

あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

続
く
大
内

・
大
友
両
属
時
代
で
は
安
心
院
氏
の
台
頭
が
う
か
が
え
る
。
弘
治
二

年

(
一
五
五
六
)
大
友
家
の
内
紛
で
あ

る
小
原
鑑
元

・
佐
伯
惟
教
征
伐
に
お
い
て
、

大
内

・
大
友
両
氏
は
そ
の
討
伐
を
要
請
す
る
文
書
の
宛
所
に
お
い
て
佐
田
氏
と
安

ハ　
　

心
院
氏
を
他
の
郡
衆
諸
氏
と
は
区
別
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
の
間
、
大
友
氏
発
給
宇
佐
郡
衆
宛
文
書
に
は
こ
の
傾
向
が
続
く

【表

1
】。こ

の
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
続
く
大
友
時
代
の
永
禄
年
間

(
一
五
五
八

～
七
〇
)
で
あ
る
。
永
禄
五
年
九
月
十
八
日
の
文
書
を
境
に
宛
所
に
宇
佐
郡
衆
諸

氏
を
羅
列
し
た
文
書
が
減
少
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
友
氏
の
宇
佐
郡
衆

へ
の

軍
事
要
請
は
佐
田
氏
宛
文
書
を
通
じ

て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
変
化

に
つ
い
て
、
佐
田
氏
が
軍
事
指
揮
権
を
掌
握
し
、
郡
衆
内
に
お
け
る
地
位
を
相
対

　の
　

的
に
高
め
た
た
め
と
理
解
し
た
。
そ

の
論
拠
に
は
永
禄
八
年
の
検
使
抜
擢
と
八
朔

礼
状
に
み
る
秩
序
が
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
検
使
は
豊
後
出
身
者

(多
く
が
譜
代
層
)
が
任
命
さ
れ
る

　　

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
、
郡
衆
内
で
佐
田
氏
の
み
が
そ
の
要
職
に
抜
擢
さ
れ

た
点
か
ら
同
氏
の
大
友
領
国
内

に
お
け

る
地
位
の
高
さ
が
推
測
で
き
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
八
朔
の
進
上
品
に
は
三
ラ
ン
ク
あ
り
、
そ
れ
が
大
友
領
国

　ぬ
　

に
お
け
る
身
分

・
秩
序
を
規
定
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
佐
田

氏
は
最
高
の
ラ
ン
ク
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
他
氏

の
諸
研
究
か
ら
も
永
禄
年
間
以
降
、
郡
衆
内
に
お
け
る
佐
田

氏
の
地
位
向
上
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
本
当
の
意
味
で
佐
田
氏
が

「郡
衆
筆
頭
」
に
な
っ
た
の
は
天
正
十

一

年

(
一
五
八
三
)
の
安
心
院
氏
滅
亡
で
あ
ろ
う
。
安
心
院
氏
滅
亡
に
は
史
料
か
ら

　
ぬ
　

「巷
説
」
が
関
わ

っ
て
い
た

こ
と
は
確
実
で
、
そ
の
背
後
に
は
佐
田
氏
の
存
在
が

見
え
隠
れ
す
る
。

と
も
か
く
も
、
第

一
章
で
は

「郡
衆
筆
頭
」
と
呼
ば
れ
た
佐
田
氏
が
段
階
的
に

郡
衆
に
対
す
る
諸
権
限
を
掌
握
し
て
い
っ
た
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
章
で
は
前
章
を
離
れ
て
、
宇
佐
郡
衆
を
例
に
郡
衆
と

「方
角
衆
」
あ
る
い

　
お
　

は

「方
角
之
儀
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　ぬ
　

そ
の
結
果
、
「方
角
衆
」
と
宇
佐
郡
衆
が
同

一
史
料
上
に
見
え
る
点

や
、
両
者

　お
　

の
メ
ン
バ
ー
に
重
複
が
み
ら
れ
る
点
な
ど
か
ら

「方
角
衆
」
を
郡
衆
の
別
称
で
あ

る
と
解
釈
し
た
。

ま
た
、
名
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は

「方
角
衆
」

の
派
遣
さ
れ
た
地
域
が
豊

　め
　

前
国
内
に
限
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
「方
角
衆
」
を

「『方
角
之
儀
』
に
基
づ

い
て

出
陣
を
要
請
さ
れ
た
郡
衆
」

の
意
で
は
な
い
か
と
の
結
論
を
得
た
。

一232一



奈良大学大学院研究年報 第12号(2007年) 44

【表1】 宇佐郡衆受給文書一覧
No. 元号 西暦 日付 受給者 発給者 内容 出典

1 応永年間 1394～1428 85 宇佐郡人々中 渋川満頼 佐田親景への合力要請 56

2 文明八 1476 6・13 宇佐郡衆中 大内政弘 馬岳 ・岩石両城攻めの謝礼 96

3 年未詳 7・16 宇佐郡衆中 大内政弘 奔走を上聞に達す 98

4 文明八 1476 7・23 宇佐郡衆中 大内政弘 除陣合戦の戦功を賞す 99

5 永正七 1510 3・23 佐田泰景 大内義興 「郡内衆」の馳走を賞す 117

6 年未詳 11.1 宇佐郡面々中 大内義隆 妙見岳城防衛を要請 132

7 弘治二 1556 57 安心院興生

佐田隆居
其外各中

臼杵鑑続

吉岡長増
田北鑑生

雄城治景
志賀親守

悪党の討ち取りを命ず 167

8 弘治二 1556 57 安心院興生

佐田隆居

尾和種親

豊田莫種

右田鑑守

落人討伐協力を要請 168

9 弘治三 1557 3・13 佐田隆居 臼杵鑑続

吉岡長増

田北鑑生
雄城治景

「当郡衆」の合力 ・妙見岳城

堅守を要請

176

10 弘治三 1557 3・13 佐田隆居

中山弥次郎

矢部鎮高

副鎮安
弥富矩資

恵良鎮盛

橋津英慶
安心院興生

臼杵鑑続

吉岡長増
田北鑑生

雄城治景

妙見岳城堅守を要請 177

11 弘治三 1557 43 佐田隆居

恵良鎮常
中山弥次郎

弥富矩資

内尾久重

矢部鎮高
赤尾賢種

深見盛治

副鎮安
恵良鎮盛

斎藤菊千世

時枝鎮継
橋津英度

飯田長重

安心院興生

臼杵鑑続

吉岡長増
田北鑑生

雄城治景

御両家への忠節を賞す 178

12 年未詳 5・20 佐田隆居 雄城治景
志賀親守

「其外一意之衆」に山田隆朝・

仲八屋宗種討伐を要請

183

13 弘治三 1557 5・29 宇佐郡各中 田北鑑生

吉岡長増
臼杵鑑続

秋月征伐延引を責める

発奮を促す

185

14 弘治三 1557 5・29 佐田隆居 田北鑑生

吉岡長増
臼杵鑑続

秋月征伐延引を責める

「宇佐郡衆」の発奮を促す

186

15 弘治三 1557 6・20 佐田隆居

矢部鎮高
副鎮安

恵良鎮盛

志賀親守

雄城治景

下毛郡境出陣 ・軍忠を賞す 190
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橋津英度

安心院興生
16 弘治三 1557 6・21 佐田隆居 雄城治景

志賀親守

山田 ・仲八屋勢撃退を賞す 192

17 弘治三 1557 6・24 佐田隆居 臼杵鑑続

吉岡長増
田北鑑生

「宇佐郡衆」の山田 ・仲八屋

勢撃退を賞す

194

18 弘治四 1558 12.1 安心院興生

時枝隆令

橋津英度
飯田長重

佐田隆居

吉岡長増 到津公澄 ・喜多坊円誓相論の

裁定を社家に申し達すよう要

請

イ

19 永禄元 1558 12.1 佐田隆居
時枝隆令

飯田長重

橋津英度
安心院興生

吉岡長増
田北鑑生

吉弘鑑直
臼杵鑑速

志賀親守

到津公澄 ・喜多坊円誓相論の

裁定を社家に申し達すよう要

請

口

20 年未詳 10.1 安心院興生

内尾久重

恵良鎮常
中山左馬助

中山弾正忠

赤尾左近大夫
矢部鎮高

副越中守

弥富右衛門尉

深見盛治
恵良鎮盛

斎藤新四郎

橋津英度
時枝隆令

飯田長重

佐田隆居

吉岡鑑興 門司表での軍忠を賞す ノ、

21 永禄四 1561 11.14 安心院興生

飯田長重

時枝隆令
佐田隆居

其外宇佐郡衆中

大友義鎮 牢人の宇佐郡乱入において

「由布 ・玖珠 ・山香之者共」

を差 し向ける

227

22 永禄四 1561 11.15 佐田隆居
飯田長重

矢部鎮高

深見盛治

恵良鎮盛
時枝隆令

安心院興生

吉岡鑑興 日田郡帰還を具に披露

「由布 ・玖珠 ・山香衆」を

「其堺」へ差 し向ける

228

23 永禄四 1561 11.15 佐田隆居

飯田長重

矢部鎮高
深見盛治

恵良鎮盛

時枝隆令
安心院興生

大友義鎮 日田郡帰還を承知

妙見岳城勤番を命ず

「由布 ・玖珠 ・山香之者共」

を 「其堺」へ派遣

230

24 永禄五 1562 8・9 佐田隆居

安心院興生
其外郡衆中

吉岡宗歓
臼杵鑑速

吉弘鑑理

豊二前表への出陣を賞す 234
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か
豊
前
や
肥
後

に
も
拡
大

さ
せ
、
し
ば
し
ば

の
軍
役
を
支
え

る
経
済
的
基
盤
を
形
成

し
て

い

っ
た
と

い
う

。
大
友

親
治

(在
位

一
四
九

六

～

一
五
〇

一
)
以
降

の
文
書

に
見
え

る

「
玖
珠
郡
衆

」

の
な

か
に
は
、
常

に
野
上
氏

の
名

が
み
え
、
系

図

に
整
合

で
き

な

い
者

の

中

に
、
多
く

の

「鑑
」

の

一
字
名
を
持

つ
者
を
検
出

し
得
た
と
さ
れ

て
い
る
。
永
禄
年

間

(
一
五
五
八

～
七

〇
)
に
は
大
友

氏

の
権
力
機
構
中
枢

に
も
進
出

し
て

い
る
と

い
う
。

ま
た
、
機
を
捉

え
て
は
大
友
氏

の
軍
勢
催
促

に
応

じ
、
大
友
氏
も
丁
重

に
こ
れ
を
把
握

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し
よ
う
と

し
て

い
る
と

い
う
。
大
友
義
鎮
発
給
玖
珠

郡
衆
宛
書
状

に

「対
義
鎮

閣

一
段

可

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

被
顕
無

二
之

心
底
愚
存
候
」
と
あ

る
の
は
、
大
友
氏

が
玖
珠
郡
衆
を
国
衆

.
国
侍

と
し
て

捉
え
、
直
臣

と
は
違
う
捉
え
方
を

し
よ
う
と

し
て

い
た
と
解
釈
さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
は
大

友
氏

の
玖
珠

郡
支
配
が
国
人
層

の
把
握

が
精

一
杯
で
あ
る

こ
と
を
物
語
り

、
こ
の
支

配
方

式

の
限
界
こ
そ
が

「
国
侍
持
切

の
地
」
と

い
う
表
現

に
な

っ
た
と
理
解
さ
れ

て
い
る
。

(
4
)
「
戦
国
期

豊
前
国
宇
佐
郡

に
お
け
る
地
域
社

会
論
」

(福
岡
大
学
院
論
集
』

三
ニ
ー

一
、

二
〇

〇
〇
年
)
。
論
考

の
主
眼

は
大

友
氏

の
対
宇
佐

郡
衆
政

策

に
あ

る
。
氏

に
よ

れ
ば
、

宇
佐

郡
衆
は
大
内
時
代

に
宇
佐

郡
人

々
と
し

て
把
握
さ
れ
、
次
第

に
宇
佐

郡

「
衆
」
と
し

て

の
性
格
を
持
ち
、
郡
衆
内

で

「
相
談

」
じ
、
衆
と
し

て
自

ら
判
断

.
行
動
す
る
力
を

つ

け
て

い

っ
た
と

い
う
。

大
内
氏
滅
亡
後

、
大
友

氏
配
下
に
入

っ
た
宇
佐
郡
衆

は
、
永
禄
年

間

(
一
五
五
八

～
七

〇
)
頃

か
ら
大
友
氏

へ
の
抵
抗

(出
陣

遅
延
)
、
自

己

の
名

に
よ
る
文
書
発
給

な
ど
自
立

的
な
動
き
が

み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

同
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
自
立
的
な
宇
佐
郡
衆

の
存
す

る
豊
前

国
に
強
力
な
支
配
体
制
を

確
立
す

る
た
め
、
大
友
氏
は
①

宇
佐
郡
衆

の
否
定

、
②
無

足
層

の
直
接
掌
握
と

い
う

二

つ

の
段
階
を
経

て
果
た
し
て

い
こ
う
と
理
解
。

(
5
)
「
大
内
時
代

の
宇
佐
郡
衆

と
妙
見
岳
城
督
」

(『
研
究
報

告
』
〈
北
九
州

市
立
自
然
史

.

歴
史
博

〉
歴
史

一
、

二
〇
〇
四
年

)
。
論
考

の
主
眼
は
大
内

時
代
、
天
文
年

間

(
一
五
三

二
～
五
五
)

に
お
け

る
妙
見
岳
城
督

の
検
出

に
あ
る
。
宇
佐
郡
衆
と

の
経
験

か
ら
杉

秀
連

(
天
文

元
)
、
貫
道
敦

(天
文
九

)
、
右

田
興
実

(天
文
十
三

・
十
七

)、
杉
隆
哉

(天
文

二

十

二
)
の
四
名

を
検

出
し

て
い
る
。
秀
連
段
階

で
は
軍
事
指
揮
権

し
か
発
動

し
え

な
か

っ

た

が
、
次
第

に
宇
佐
宮
御
神
事
奉
行
、
妙
見
岳
城

の
修
復
等
を
郡
衆

に
命

じ
て

い
る
点

か

ら
城
督

の
権

限
が
深
化
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

(
6
)
「
室
町

・
戦
国
期

に
お
け

る
在

地
法
の

一
形
態
-

人
返

し
法

の
検
討
を

中
心
と
し
て
ー
」

(
『聖
心
女

子
大
学
論
叢
』
三

一
・
三
二
号
合
併
号
、

一
九
六
九
年
。
後

に

『戦

国
社
会
史

論
』
東
京
大

学
出
版
会
、

一
九
七

四
年
、

に
所
収
)
。

(
7
)
「戦

国
期
大

友
氏

の
軍
事
組
織
」

(『
日
本
史
研
究
』

一
一
八
号
、

一
九
七

一
年
)
。

(
8
)
「
戦
国
期
大

友
氏
と
方
角

衆

・
方
角
之
儀
」

(佐
藤
和
彦
先
生
退

官
記
念
論
文
集
刊
行

委

員
会

編

『
相
剋

の
中
世
』
東
京
堂

、
二
〇
〇
〇
年
、
所
収
。
後

に
三
重

野
誠
著

『大
名

領

国
支

配

の
構
造
』
校
倉
童
旦
房
、

二
〇
〇
三
年
、

に
所
収
)
。

(9
)
注

(6
)

に
同
じ
。

(10
)
三
重
野
誠
著

『大
名
領

国
支

配
の
構
造
』

(校
倉
書
房

、
二
〇
〇
三
年
)
第

一
部
第

三

章
、

一
〇
六
頁
参
照
。

(11
)
渡
辺
澄
夫

ほ
か
編

『大

分

の
歴
史

(四
)
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
大

友
宗
麟
』

(大
分
合
同

新
聞
社
、

一
九
七
八
年

)

一
一
二
頁
参

照
。

(
12
)
注

(
4
)

=

六
頁
参

照
。

(
13
)
「
戦
国
期

に
お
け
る
領
主
制

の
基

盤

(上
)

(下

)
ー
豊
前

国
宇
佐
郡

.
下
毛

郡
を
中

心
と
し

て
」

(
『史
潮
』
九

五

・
九
六
、

一
九

六
六
年

)。

(
14
)

「佐

田
文
書
」

(以
下

「
佐
田
」
と
表
記
)
九
六

・
九
九
号

(『
熊
本
県
史
料

中
世
篇

二
』
、

一
九

六
二
年

、
所
収

)
。

(
15
)
「
到
津
文
書
」

二
四

二
号

の

一

(大
分
県
史
料
刊
行
会

編

『
大
分
県
史
料

(1
)
』
大

分
県
立
教
育

研
究
所
、

一
九
六

〇
年
、
所
収
)
。
「
去
享
徳
三
十

二
月
廿

一
、
御
屋
形
教
弘

様

御
判

、
同
飯

田
昌
秀

・
右

同

石
見
守

・
内

藤
駿

河
守
御

奉
書
被

レ
成

、
杉
伯
書

守
宗

国

・
同
佐

田
因
幡
守

(盛
景
)
遵
行
」
と
あ
る
。

(
16
)
「佐

田
」

=

三
号
。
「
安
心
院

・
飯
田
申
合
、

一
旦
遠
慮
之
儀
」
と
あ
る
。

(17
)
「
瀧
貞
文

書
」
八
号

(大

分
県
史
料
刊
行
会

編

『
大
分
県
史
料

(
8
)
』
大
分
県
立
教
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育

研
究
所
、

一
九
五
八
年
、
所
収
)
。

(18
)
「
佐
田
」

=

ハ
七
号
。
宛
所

が

「
安
心
院
中
務
大
輔
殿

・
佐

田
弾
正
忠

殿

・
其
外
各
中
」

と
な

っ
て

い
る
。

(
19
)
「
大
友
家
文
書
録
」

二
、
永
禄

八
年
十

月
条

(大
分
県
教
育
委
員
会
編

『大

分
県
史
料

(
32
)』
大

分
県
中
世
文
書
研
究
会
、

一
九

八
〇
年

、
所
収

)
三

一
七
⊥

二
二

〇
頁
参
照
。

(
20
)
注

(1
)
本
論
第
二
編
第
四
章
第

二
節
参
照
。

(
21
)
大

塚
俊

司

「
大
友
氏
家
臣
団

に
お

け
る
贈

答
と
秩
序
」

(『
古
文
書
研
究
』
第

六
〇
号
、

二
〇
〇
五
年

)
。

(
22
)

「佐

田
」

三
〇
〇
号
。
「
定
而
巷
説
等
候
而
、
可
為
如
此
候
歎
」
と

あ
る
。

(
23
)
注

(
6
)

の
中
で
藤
木
氏

は

「
方
角
之

儀
」
は

「其
許

の
方
面

に
関

わ
る
問
題

で
あ

る
以
上

、
助
力

あ
る

べ
き
は
当
然
」

の
意

で
あ

る
と
し
、
三
重
野
氏
も

こ
の
説

に
同
意
さ

れ

て

い
る
。

(
24
)

「佐

田
」

二
四
五
号

。

(
25
)

「佐

田
」

二
二
四

・
二
四
四
号
。

(
26
)
「
佐

田
」

二
二
四

・
二
四
五
号
な
ど
。
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